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Ⅰ 川越高等学校ワークショップに向けた企画 
  

 

 １．目的 
 

第７次川越町総合計画後期基本計画及び第３期川越町総合戦略の策定に向けて、若者

の目線、若者ならではの発想で、川越町の強みをさらに強く、弱みを補うための提案、

若者にとって暮らしたいまち、働きたいまちにするために、高校生自らが取り組むこと

ができるアイデアなどを把握することを目的に、川越高等学校の生徒会を対象にしたワ

ークショップを開催した。 

 

 ２．開催概要 
 

①期 間：令和７年 11月～12月 

②日 程：放課後（１時間半程度） 

③会 場：川越高等学校 

④人 数：生徒会（１～２年生 10人） 

⑤内 容： 

その１ 川越町の魅力・資源の把握 

〇川越町の自慢、おすすめスポット・魅力を把握する。 

 

その２ 川越町の現状把握 

〇町職員等による川越町の現状や将来予測などの説明 

 

その３ グループワーク（ワークショップ） 

〇まちの資源とまちの課題を考える。 

 

〇地域課題解決型のビジネスアイデアを考える。 

（ビジネスアイデア、事業計画、体制、費用、効果など） 

 

その４ プレゼンテーションの検討 

〇町長、幹部職員などへのプレゼン内容を考える。 
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 ３．スケジュール 
 

回 日程 プログラム 会場 

第１回 

11月 11日 

 

（火曜日） 

 

16：00～17：30 

①アイスブレイク（川越町自慢） 

 

②川越町のまちの概況説明（現状と将来予測） 

 

③まちの課題とビジネスプランの検討 

高校 

第２回 

12月５日 

 

（金曜日） 

 

16：00～17：30 

①ビジネスプランの検討 

【検討内容】 

その１ プラン内容の確認・調整 

その２ 各プランの優先順位と実施時期、連携体

制（各プランの実現可能性、実践計画（い

つ・誰と）） 

その３ 必要な費用（特に 1年目の活動費） 

その４ 広報戦略 

（ＳＮＳ、地域メディア、学校内など） 

その５ リスクと対応策（天候、事故、参加者不足、

資金不足など、各種のトラブルに備えた対

応マニュアルづくり） 

その６ 財源確保の方法 

その７ プランの実施による効果・成果 

その８ 町長へのプレゼン内容・発表方法の確認 

高校 

第３回 

【追加】 

12月 18日 

 

（木曜日） 

 

13：30～15：00 

①ビジネスプランの検討 （延長戦） 

【検討内容】 

その１ これまでに考えてきた内容をもとに、改め

てビジネスプランを考え、まとめよう！ 

 

その２ 町長へのプレゼンに向けた発表方法の内

容、役割分担などを考えよう 

 

高校 

第４回 

１月 14日 

 

（水曜日） 

 

16：00～17：00 

①町長等へのプレゼン 

 

②意見交換 

役場 
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Ⅱ 川越高等学校ワークショップの開催記録 

  

 

 １．第１回 川越高等学校ワークショップ 
 

第１回 高校生が取り組めるビジネスプランを考えよう！ 

 

日 時 ：令和７年 11月 11日（火曜日） 16：00～17：30 

場 所 ：川越高等学校 ２階 教室 

 

【プログラム】 

 

16：0０ 

 

① 開会 

・主催者 開会あいさつ 

・趣旨及びプログラムの説明 

 

１6：05 

 

② アイスブレイク ～川越町自慢！～ 

・川越町自慢～おすすめのスポットや魅力は？ 

 

１6：20 

 

③ 川越町の現状と将来予想（説明） 

 

１6：3０ 

 

④ まちの課題とビジネスプランの検討 

～３つのグループに分かれて検討～ 

 

その１：まちの課題を見つけよう！ 

・通学していて気づくこと、困っていることは何？ 

その２：まちの資源を考えよう！ 

・まちの魅力、使えそうな場所・人・モノをリストアップ！ 

その３：ビジネスアイデアを考えよう！ 

・まちの課題と資源をもとにアイデアを考える！ 

 

１7：15 

 

⑤ 発表！ 

 

 

１7：25 

 

 

⑥ まとめ＆次回に向けて                【17：30 終了】 
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川越町自慢！ 

川越町のおすすめスポット、自慢できる場所、よく行くお店など・・・・・ 

 

川越町のおすすめスポットなど その理由 

三重県立川越高等学校 
・立地が良い。子どもが集まる。成績が

ちょうどいい。 

ラウンドワン 
・その場所だけで 1 日遊べる。しかも安

い。 

ラウンドワン 
・自分の祖母がよく通っている場所だか

ら。 

火力発電所の隣にあるプール 

ラウンドワン、ラーメン横綱 

・陸上の自主練でプールを使っている。

火力発電の力を上手く使えているか

ら。 

・友達とカラオケ、スポッチャをする。 

・横綱のラーメンが美味しい。替え玉が

安い。 

見渡す限りの田園風景が広がっている。

⇒山や森、つまり自然豊かでもある。 

・季節の変化を敏感に感じることがで

き、それぞれの景色が美しく映る。 

伊勢朝日駅前のイルミネーション 

・寒い冬、疲れた帰り道にイルミネーシ

ョンを見ると温かい気持ちになるか

ら。 

川（朝明川等） 

・部活をする時によく行く。きれいな川

で魚もよく棲んでいて実験に適してい

る。 

水路に魚がいたり、野生の生き物が多い 
・生き物に触れる機会があると落ち着

く。童心を思い出せる。 

朝明川近くの道沿い 

お祭りや町全体で運動会があること 

・春になると桜が咲くから。 

・地域の人同士の交流⇒活発 
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まちの課題とビジネスプランの検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．まちの課題と資源 

（１）まちの課題 

・川越町は「子育て世代や若者の人口流出」、「防災対策」、「交通安全対策」、「空

き家の増加・放置」などの課題があり、これにより、まちの活力が低下して

います。 

 

（２）まちの資源 

・川などの自然資源が地域の魅力となっています。 

・神社や寺、東海道などの歴史的資源が地域の文化的価値を高めています。 

・商業施設、飲食店などがたくさんあります。 

 

２．まちづくりの方針 

・地域資源を活用しながら、地域の課題解決に取り組み、持続可能なまちの発

展を目指します。 

 

３．高校生が中心となって取り組むビジネスプラン 

その１：空き家活用『みんなのリビング』の運営                   

【ターゲット】 

◆小・中・高校生、高齢者など 

 

【プラン内容】 

●地域の空き家を清掃やリノベーションします。 

●空き家を活用し、中高生の学習スペースを確保しつつ、子どもへの学

習支援、高齢者向けスマホ教室、ラジオ体操など、老若男女が集う交

流の場、健康づくりの場を創出し、地域のつながりを強化します。 

●起業をしたい人への空き家を１日貸し出しするなど、チャレンジショ

ップの場として活用します。 

 

その２：自然共存型の遊び場カフェの運営                       

【ターゲット】 

◆子育て中の親子 

 

【プラン内容】 

●川沿いの既存施設や空き家等を活用しながらテラスや広場を作り、子

連れの家族が子どもを遊ばせながらくつろぎ、親同士が交流できる、

自然と共生できる空間を作ります。 

●テラスでは地元食材を使い、自然を感じられるカフェを運営します。 

●広場で子ども達が遊べる道具等の貸出を行います。 
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その３：ご朱印ラリー＋レンタサイクルの実施                    

【ターゲット】 

◆町内外の若者 

 

【プラン内容】 

●町内の神社や寺を巡るご朱印ラリーとレンタサイクルを組み合わせた

歴史探訪観光ツアーを企画・運営します。 

●若者の歴史への関心を高めつつ、観光促進、健康増進につなげます。 

 

その４：高校生マーケット＆商品開発                         

【ターゲット】 

◆高校生、町内外の老若男女 

 

【プラン内容】 

●旧商店街等で、屋台などが出店する高校生マーケットを企画し、若者

が起業体験（雑貨制作、スイーツ販売、バザーなど）できるチャレン

ジの場(チャレンジショップ)とします。 

●「ゴエゴエ」をまちのキャラクターにしつつ、このキャラクターでオ

リジナルグッズなどの商品開発や販売などを行い、賑わいと経済の活

性化を目指します。 
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【各グループで検討したビジネスプラン案 ①】 
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【各グループで検討したビジネスプラン案 ②】 
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【各グループで検討したビジネスプラン案 ③】 
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【各グループで検討したビジネスプラン案 ④】 
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【各グループで検討したビジネスプラン案 ⑤】 
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【各グループで検討したビジネスプラン案 ⑥】 
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 ２．第２回 川越高等学校ワークショップ 
 

第２回 高校生が取り組むビジネスプランをまとめよう！ 

 

日 時 ：令和７年 12月５日（金曜日） 16：00～17：30 

場 所 ：川越高等学校 ２階 教室 

 

【プログラム】 

 

16：0０ 

 

① 開会 

・本日のプログラムの説明 

 

１6：05 

 

② 前回の振り返り 

 

１6：10 

 

③ ビジネスプランの検討 

・ビジネスプランのブラッシュアップ！ 

※前回のアイデアに加え、これまでに考えてきた内容をも

とに、改めてビジネスプランを考えよう！ 

その１ プラン内容の確認・調整 

その２ 各プランの優先順位と実施時期、連携体制 

（各プランの実現可能性、実践計画（いつ・誰と）） 

その３ 必要な費用（特に 1年目の活動費） 

その４ 広報戦略（ＳＮＳ、地域メディア、学校内など） 

その５ リスクと対応策（天候、事故、参加者不足、資金不足な

ど、各種のトラブルに備えた対応マニュアルづくり） 

その６ 財源確保の方法 

その７ プランの実施による効果・成果 

その８ 町長へのプレゼン内容・発表方法の確認 

 

１6：5０ 

 

④ 成果報告会の準備 

・プレゼンシートにビジネスプランをまとめよう！ 

・発表の練習 

 

１7：10 

 

⑤ 成果報告会の練習＆講評 

 

１7：25 

 

⑥ まとめ＆成果報告会に向けて          【17：30 終了】 
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≪今後の検討項目≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．高校生による実践活動計画 

（１）1年目の活動 

①高校生実行委員会の設立 

・川越高校の生徒会を中心に町内外の高校生の中からボランティアメンバー

を集め、役割分担しながら、企画や広報、安全管理などを担う実行委員会

を設立します。 

 

②空き家の発掘、整備 

・地域の空き家を調査し、活用可能な物件を選定、空き家物件の提供者の募

集などを実施します。 

・適当な空き家が見つかれば、清掃やＤＩＹでのリノベーションなどを実施

し、交流拠点として活用できるように準備を進めます。 

 

③イベントによる社会実験 

・ご朱印ラリーイベントやマーケット（屋台の出店（ポップアップカフェ））

などのイベントを企画・開催し、イベント参加者のニーズ、顧客ニーズを

把握するとともに、運営ノウハウを蓄積します。 

・イベント運営、出店などに協力してくれる人を募集します。 

 

※成果指標：イベント参加者数は〇〇人 

※成果指標：収益額は〇〇円 

 

④ＳＮＳでの情報発信 

・高校生による空き家の改修、イベント開催などを、ＳＮＳを活用して発信

し、誘客と運営支援者を募ります。 

 

※成果指標：ＳＮＳフォロワー数は〇〇人 

 

 

（２）２年目の活動 

・空き家を活用したカフェの定期開催 

・マーケットの定期開催 

・イベントの公式化 など 

 

（３）３年目以降の活動 

・常設化 

・イベントの多様化 

・多拠点への展開 など 
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２．１年目の活動費の算定 

（１）空き家の清掃と備品購入 

・空き家を清掃するための道具、カフェに向けた備品の購入 

・安全な環境を整えるために行うリノベーション費用 

・空き家の賃料 

 

（２）イベントの試行実施 

・ご朱印ラリーイベントに関わる印刷物（チラシ、スタンプラリー用紙）、のぼ

り、景品 

・マーケットを実施するためのテントのレンタル、食材、衛生用品の購入 

 

（３）広告・保険加入 

・ＳＮＳ広告、チラシ印刷 

・イベント保険、その他安全対策 

 

３．連携・協力体制づくり 

（１）高校生実行委員会 

・高校生の世代交代・引継ぎ、他校との連携なども含め、運営体制を強化しま

す。 

 

（２）川越高校との連携 

・川越高校は後援と休日活動などの許可を行うなど、高校生が円滑に活動を行

えるようにサポートします。 

 

（３）地域・団体との連携 

・役場、自治会、店舗、商工会、ボランティア団体など、地域の多様な団体や

地域住民と連携します。 

 

（４）メディアとの連携 

・参加者の確保や協賛金の確保に向けた宣伝のため、地域メディアと連携しま

す。 

 

４．広報戦略 

・活動の認知度向上、活動の価値向上、仲間集め・参加者集め、関係者との信

頼関係の構築、支援者の確保などに向けた戦略を検討 

 

（１）ＳＮＳの活用戦略 

・若者向けに、TikTok への活動プロモーション動画の制作と発信。活動の告知、

参加者募集、ライブ配信などを実施 

 



16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）地域メディアの活用戦略 

・ケーブルテレビ『ＣＣＮｅｔ』を活用し、プロジェクトを企画から実施まで

をドキュメンタリーでの制作・依頼 

・参加者、支援者の募集、開催結果・成果の共有のために、広く新聞、ラジオ、

テレビで広報してもらえるように情報提供 

 

（３）学内、他学校への広報 

・活動への共感を得て、活動メンバーを増やすための広報 

 

５．安全対策 

・食品衛生管理は保健所の指導のもとに実施します。 

・空き家活用、イベントなどの各種許認可は自治体の指導のもとに実施します。 

・当日の事故や怪我などに備え、イベント保険・レンタサイクル保険に加入し

ます。 

 

６．財源の確保 

・カフェ、グッズ等の売上、イベント参加費、レンタサイクル・レンタル遊具

の利用料、マーケット出店料などの多様な収益源を確保します。 

・町等からの補助金 

・ふるさと納税の活用（寄附の使途に追加） 

・クラウドファンディングなど、支援者からの資金調達 

・チラシへの企業広告など、民間からの協賛金 

 

７．実践活動による成果 

・子ども、子育て世代、中高生の居場所を確保できます。 

・地域住民の交流が活発になります。 

・空き家活用により、地域の景観が改善されます。 

・まちの歴史を学び、再発見することでシビックプライドが醸成されます。 

・まちの資源を巡る観光促進により、地域の魅力が向上し、地域の経済も活性

化します。 

・広報などの情報発信により、町外での町の認知度が向上します。 

・高校生などの次世代が活躍する町として、都市ブランドが向上します。 

・高校生が地域と協力して実践的に学び、挑戦することで、次代を担う人材の

育成につながります。 
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 ３．第３回 川越高等学校ワークショップ 
 

第２回 高校生が取り組むビジネスプランをまとめよう！ 

 

日 時 ：令和７年 12月 18日（木曜日） 13：30～15：00 

場 所 ：川越高等学校 ２階 教室 

 

【プログラム】 

 

13：3０ 

 

① 開会 

・本日のプログラムの説明 

 

１3：35 

 

② ビジネスプランの検討(続き) 

・ビジネスプランのブラッシュアップ！ 

その１ これまでに考えてきた内容をもとに、改めてビジネ

スプランを考え、まとめよう！ 

その２ 町長へのプレゼンに向けた発表方法の内容、役割分

担などを考えよう 

 

１4：50 

 

③ 成果報告会の練習＆講評 

 

１4：55 

 

④ まとめ＆成果報告会に向けて            【15：00 終了】 
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Ⅲ 川越高等学校ワークショップのまとめ 
  

 

 １．川越高等学校ワークショップ 成果報告会 
 

川越中学校・川越高等学校ワークショップ成果報告会 

日 時 ：令和８年１月 14日（水曜日） 16：00～17：00 

場 所 ：川越町役場 2階 大会議室 

 

【本日のプログラム】 

 

16：00 

 

① 成果発表 

１6：30 

 

② 質疑応答 

 

１6：50 ③ 記念撮影 
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【発表内容】 
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【質疑内容】 

 

≪質問 ①≫ 

・非常にわかりやすく素晴らしい提案でした。 

・具体的にお聞きしたいことは、１年目の活動費について、金額を細かく算出し

ているが、これはどうやって算出したのか？ 

≪回答 ①≫ 

・カフェを経営するにあたって、初期費用をネットなどで色々と調べ、それを基

に施設を借りることも含めて自分たちで計算して積み上げた。 

 

≪質問 ②≫ 

・まちの資源とあるが、この資源は空き家ということで良いのか？ 

≪回答 ②≫ 

・今は少ないが、今後増えていく空き家を資源として捉えた。 

・なお、カフェを経営するにあたって、適当な空き家が見つかるまでには時間が

かかると思われるため、それまでは川越町の施設を借り、そこを利用してカフ

ェを行い、それが成功したら空き家へと展開していきたいと考えている。 

 

≪質問 ③≫ 

・経済的効果についてはどのように考えたのか？ 

≪回答 ③≫ 

・経済効果については、それぞれ販売するもの、値段、予想される客数を、人口

などをもとに想定して計算した。また、毎年の事業拡大なども考慮した部分を

増加幅として予想して算出した。 

 

≪感想 ①≫ 

・高校生が担い手となって地域団体や行政とも一緒に取り組んでいくことになる

が、町の発展には皆さんの力が必要であるため、引き続きよろしくお願いした

い。特にこのプランは今後、もう少し詳しい事業計画が必要になってくるが、

生徒会のメンバーは次年度になれば変わってしまう可能性があるため、今後、

メンバーが変わっても実施できるようなことができると良い。 

 

【さいごに】 

西校長 ：中学生の皆さん、高校生の皆さん、本当にお疲れ様でした。一生懸命

に考え、上手く堂々と発表していただいた。川越に住んでいることを

活かした想いのこもった提案であった。高校生の提案はさすが高校生

だなと思った。所々に数字が入ってわかりやすく、なおかつ具体的に

取り組んでいけそうな提案であった。普段学校では、答えを求めるこ

とに一生懸命に取り組んでいると思うが、私は数学の教師なので答え

は一つであるが、今回のワークショップも含め、実際に社会へ出たら
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このように色々な方法があって、どれが正解かもわからない。今回の

このような機会で色々と考え、提案書として形にしたことは非常に貴

重な経験になったと思う。この経験をまた学校に戻ってからも活かし

てほしいと思う。 

 

城田町長：中学生の皆さんは

生まれ育った川

越町の思いをし

っかりと伝えて

いただいたと思

う。行政をやって

いく中で他市町

に負けないまち

づくりを皆さん

と一緒にやっていきたいと思うので、今後も色々な意見を出していた

だけたらと思う。 

また、川越高校の皆さんには長時間にわたって、ビジネスプランを実

施に至るまで色々な角度から考えていただいた。町では現在、総合計

画の後期基本計画の策定を進めているが、今回提案された実践的なビ

ジネスプランが今後の川越町に大きく役立つと思うので、これからも

皆さんとともに、町を良くするために取り組んでいけたらと思う。 

最後に、就職の際には町への就職もよろしくお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪記念写真≫ 


